
 

ゲノム研究分野 
Division of Genomics Research 

 

〒501-1193 岐阜市柳戸 1番１ 

E-mail : mgrc@gifu-u.ac.jp 

TEL : 058-293-3171 

FAX : 058-293-3172 

 
  

mgrc@t.gifu-u.ac.jp



目 次 
 

◆  分 野 長 あ い さ つ   ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  2 5 

 

１  ゲ ノ ム 研 究 分 野 職 員 名 簿 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 6 

（1） 教員 

（2） 非常勤職員 

 

２  利 用 登 録 者 及 び 研 究 テ ー マ   ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 7 

 

３  ゲ ノ ム 研 究 分 野 共 同 利 用 機 器 紹 介 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3 3 

 

４  利 用 の 手 引 き   ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 5 

 

５  活 動 状 況 報 告 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 8 

(１) 講習会・セミナー等 

(２) ゲノム研究分野利用状況 

(３) 共同スペース利用状況 

(４) 教育支援 

(５) 業績論文等 

(６) 外部資金貢献実績 

(７) ゲノム研究分野教員の教育研究活動等 

(８) 補助金関連採択状況 

(９) 新聞報道等 

 

 

  



 25 

◆  分野長あいさつ 

研究プロジェクト導入装置の共用化への道筋 

ゲノム研究分野長 須賀 晴久 

 日ごろ皆様におかれましては本分野をご利用いただきまして、ありがとうございます。今年

度は本分野にとって大きな進展が二つございました。一つにはホームページのリニューアル、も

う一つは研究プロジェクトで導入された装置を全学共用化するとのこれまでにない試みを準備

し始めたことです。ホームページに関しては、本年 2 月に大幅改定を行いました。同時に共同利

用機器の利用予約システムもリニューアルしたため、ユーザーの皆様には一時的にご不便をお

かけしましたが、大きなトラブルもなく無事移行が完了しました。ご協力に感謝申し上げます。

もう一つの方の研究プロジェクト導入装置の全学共用化の試みについては、One Medicine トラ

ンスレーショナルリサーチセンター(令和 5 年 1 月設置) (COMIT)との連携です。現在、本分野

で共同利用している共焦点レーザー顕微鏡や UPLC-MS などは導入から 10 年を越えており、

故障の際の修理が困難になってきています。一方、国立大学経営改革促進事業「研究体制改革に

よる大学経営基盤好循環の形成 ～生命科学分野へのリソース集中を端緒とする研究力強化～」

として、今年度 COMIT に最新の共焦点レーザー顕微鏡と質量分析装置が導入されました。「研

究設備・機器の共用推進に向けたガイドライン」 (令和 4 年、文部科学省) の中で、各研究機関

における研究力強化のために、競争的研究費により整備される研究設備・機器は特定の研究プロ

ジェクトを目的に整備されるものではあっても、プロジェクトに支障のない範囲で積極的に共

用化を図っていくことが求められるとされています。新年度早々というわけにはいかないもの

の、近い将来、全学共用化を図るということで準備を進めています。関係者の方々には様々な形

でご配慮を賜り、深く感謝している次第です。 
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1  ゲノム研究分野職員名簿 

 

（１）教員 

 

１. 教授（分野長）      須賀 晴久 

２. 准教授              高島 茂雄 

３. 特任教授             下澤 伸行 

 

 

（２）非常勤職員  (注：＊…教員個人の研究費で雇用、＊＊…病院検査部の所属) 

 

１. 事務補佐員           小林 陽子 

２. 研究員             脇原 祥子 

３. 技術補佐員           西谷 令奈 

４. 技術補佐員          臼井 綾子 

５. 技術補佐員          宮地 智子（令和 6年 4月から） 

６. 技術補佐員＊          豊吉 佳代子 

７. 技術補佐員＊＊     大場 亜希子 

８. 技術補佐員＊          勝   友美 

９. 技術補佐員          大野 藍香（令和 5年 9月まで） 

 

 

 

  



 27 

2  利用登録者及び研究テーマ 

学  部 講 座 等 利用責任者 登録番号 
登

録

人

数 

研 究 テ ー マ 

教 育 学 理 科 教 育 古 屋 康 則 ED-03 5 
魚類の繁殖生理生態に関

する研究 

教 育 学 理 科 教 育 三 宅  崇 ED-06 4 
生態系における生物間の

相互作用、植物の性表現 

教 育 学 理 科 教 育 勝 田 長 貴 ED-08 4 
倒立顕微鏡を用いた湖沼

水塊中の懸濁物の観察 

地域科学 地 域 政 策 学 向 井 貴 彦 RS-02 2 水棲動物の DNA解析 

医 学 細 胞 情 報 学 木 村 正 志 MD-03 1 細胞周期の解析 

医 学 腫 瘍 病 理 学 金 山 知 弘 MD-06 13 

腫瘍の発生から予防、腫瘍

細胞の動態を病理学的に

解析する 

医 学 生 理 学 安 部  力 MD-08 1 

重力環境変化により引き

起こされる前庭機能障害

を経皮的前庭電気刺激

（nGVS）を用いて予防・改

善する 

医 学 脳 神 経 内 科 学 下 畑 享 良 MD-09 3 
神経疾患における自己抗

体の研究 

医 学 ファージバイオロジクス研究講座 安 藤 弘 樹 MD-11 12 細菌感染症治療法の開発 

医 学 皮 膚 科 学 岩 田 浩 明 MD-14 2 
水疱症発症メカニズムの

解明 

医学部附属病院 第 １ 内 科 白 上 洋 平 MD-15 1 
アルコールによる臓器障

害に関する研究 

医 学 口 腔 外 科 学 山 田 陽 一 MD-17 17 
間葉系幹細胞を用いた骨

再生医療 

医 学 整 形 外 科 学 秋 山 治 彦 MD-19 7 

エネルギー代謝経路を標

的をした骨軟部腫瘍の新

規治療法の開発研究 

医 学 神 経 生 物 学 中 川 敏 幸 MD-20 2 
神経発生・神経変性機構の

分子メカニズムの解明 

医 学 法 医 学 永 井  淳 MD-21 6 

シングルセルゲノム解析

による混合試料からの個

人識別 

医学部附属病院 泌 尿 器 科 飛 澤 悠 葵 MD-22 1 

糖鎖構造変化を標的とし

た新規バイオマーカーの

探索 

医 学 
糖尿病・内分泌代謝内科学 

膠 原 病・ 免疫 内科 学 
堀 川 幸 男 MD-23 1 

若年発症糖尿病の遺伝素

因の同定 

医 学 総合診療科・総合内科学 森  一 郎 MD−29 4 
白色脂肪細胞のミトコン

ドリアの解析 

医 学 臨 床 検 査 医 学 大西絋太郎  MD-34 1 

癌の進展および転移と one 

carbon metabolismを介し

た epigeneticsの関連性 

医 学 再 生 機 能 医 学 本 橋  力 MD-41 2 

マウス神経堤細胞の遺伝

子網羅的解析および細胞

表現型の解析 
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医 学 分 子 病 態 学 長 岡  仁 MD-42 4 

人工組換え酵素を用いた

新たなゲノム操作法の研

究 

医 学 高 次 神 経 形 態 学 山 口  瞬 MD-43 17 
マウスのさまざまな臓器

における遺伝子発現解析 

医 学 生 命 機能 分子 設計学 大 澤 匡 毅 MD-45 1 

皮膚幹細胞システムをモ

デルとした幹細胞制御の

分子基盤の解明 

医 学 形 態 機 能 病 理 学 竹 内  保 MD-46 2 
クロマチン再構成異常と

癌発生・進行 

医 学 小 児 科 学 三 輪 友 紀 MD-47 1 
自己炎症性疾患に関わる

分子の機能解析 

医 学 再 生 機 能 医 学 手 塚 建 一 MD-48 4 

歯髄細胞を用いた HLAゲノ

ム改変 iPS細胞ストックの

構築 

医 学 寄 生 虫 学 ・ 感 染 学 前 川 洋 一 MD-51 3 寄生虫感染免疫 

医 学 解 剖 学 千 田 隆 夫 MD-56 3 
APCタンパク C 末端の多角

的機能解析 

医 学 消化器外科・小児外科学 松 橋 延 壽 MD-57 8 

Warburg 効果の特徴である

癌の糖代謝制御機構を標

的とした構造生物学に立

脚した創薬方法に基づく

独創的な癌治療薬の開発 

医 学 内 分 泌 代 謝 内 科 学 矢 部 大 介 MD-58 7 

膵島細胞の増殖制御と機

能発現の分子基盤に関す

る研究 

医 学 感 染 症 寄 附 講 座 鈴 木 浩 大 MD-60 31 
微小血管内皮傷害に対す

る新規治療法の開発 

医 学 病 原 体 制 御 学 永 井 宏 樹 MD-63 3 
病原細菌の認識と宿主応

答に関わる因子の解析 

医 学 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 奥 田  弘 MD-64 3 

メニエール病における末

梢血単核細胞の炎症性サ

イトカイン産生態に関す

る検討 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 横 川 隆 志 EG-02 15 

遺伝情報発現系に係る因

子の基礎的研究と発現産

物の応用 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 船 曳 一 正 EG-05 10 含フッ素有機材料の合成 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 古 山 浩 子 EG-06 2 

脳機能保護作用を示すニ

ンジンの有効成分ギンセ

ノシドの 11C標識化と脳移

行評価 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 柴 田  綾 EG-07 15 
生体分子を模倣した新規

化合物の開発 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 滿 倉 浩 一 EG-08 18 
細菌およびカビを用いた

酵素変換に関する研究 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 上 田  浩 EG-09 10 

三量体 G蛋白質シグナルに

よる低分子量 G蛋白質を介

した細胞骨格制御機構の

解明 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 喜多村徳昭  EG-11 6 

抗ウイルス薬の迅速創出

を目指した核酸誘導体の

効率的合成 
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工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 石 黒  亮 EG-12 3 
 

オリゴマータンパク質に

対する圧力効果 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 纐 纈  守 EG-15 8 
生理活性化合物の調整と

分析 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 岡  夏 央 EG-17 1 

核酸・糖を中心とする生体

関連分子の化学合成と評

価 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 大橋憲太郎  EG-21 6 

小胞体・ゴルジ体ホメオス

タシスの制御及びその破

綻による細胞応答の解析 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 竹 森  洋 EG-22 11 
天然物及び細胞外小胞の

活性評価 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 岩 澤  淳 AG-02 4 

動物のホルモンおよびホ

ルモン関連遺伝子の定量

に関する研究 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 今 泉 鉄 平 AG-03 2 
カット野菜の品質保持技

術の開発 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 島 田 昌 也 AG-04 8 
栄養素・食品成分による

糖・脂質代謝制御 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 鈴 木 史 朗 AG-06 7 
木質バイオマスの代謝機

構の解明と利用 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 落 合 正 樹 AG-07 13 
園芸植物の形態形成に関

連する遺伝子解析 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 中 川  寅 AG-10 18 

レニン‐アンジオテンシ

ン系の生化学；アルギニン

メチル化の生体内機能の

解明 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 小 山 博 之 AG-11 14 
環境ストレス耐性関連遺

伝子の機能解析 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 片畑 伸一郎 AG-12 2 
樹木の花成応答遺伝子の

発現解析 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 中 川 智 行 AG-13 11 

Methylobacterium 

extoquens のレアアース依

存的メタノール代謝の制

御機構の解明など 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 岩 間 智 徳 AG-14 3 細菌の走化性 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 長 岡  利 AG-15 16 

食品成分による脂質代謝

関連遺伝子発現の総合解

析 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 淺 野  玄 AG-16 7 
野生動物の避妊ワクチン

の開発 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 前 田 貞 俊 AG-17 10 

犬および猫の免疫介在疾

患における分子病態の解

明、犬の変性性疾患の病態

解明 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 宮 脇 慎 吾 AG-21 4 

ゲノム編集マウスによる

犬の遺伝性疾患と原因遺

伝子・多型の因果関係の実

験的証明 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 椎 名 貴 彦 AG-24 8 

冬眠時の遺伝子発現変化

の解析・冬眠あるいは消化

管運動の制御に関与する

脳脊髄神経系の形態学的
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解析 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 土 田 浩 治 AG-25 3 
昆虫集団の遺伝的多様性

の解明 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 山 内 恒 生 AG-27 11 
天然由来有効成分の単離

同定 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 齋藤正一郎  AG-29 6 

脊椎動物神経系における

各種分子配列解析と発現

解析 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 中 川 香 澄 AG-30 5 
アルカリ環境微生物の生

態解明と応用 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 酒 井 洋 樹 AG-32 4 
伴侶動物の腫瘍の分子生

物学的解析 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 中 川 敬 介 AG-33 4 

コロナウイルスの生態お

よび病原性発現機構に関

する研究 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 山 本 朱 美 AG-34 2 

高α-リノレン酸含有卵の

風味に影響する要因の検

討 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 西 飯 直 仁 AG-37 9 
動物の代謝異常に関する

研究 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 科 永 田 矩 之 AG-38 3 
犬と猫の内分泌疾患およ

び消化器疾患の病態解明 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 伊 藤 直 人 AG-42 10 
人獣共通感染症病原体の

遺伝子解析 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 岩 本 悟 志 AG-43 5 
天然高分子薄膜中の蛍光

物質の観察 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 高 島 康 弘 AG-44 7 宿主と寄生虫の相関関係 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 勝野那嘉子  AG-45 5 澱粉ゲルの微細構造観察 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 森  崇 AG-49 4 
犬、猫の腫瘍性疾患に対す

る新規治療法の開発 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 松 村 秀 一 AG-51 8 
哺乳類・鳥類の遺伝的多型

の研究 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 山 本 義 治 AG-52 7 
植物プロモーターの機能

解析 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 八代田真人  AG-54 8 

植物二次代謝産物の反芻

動物における栄養生理学

的効果 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 柳 瀬 笑 子 AG-55 11 
植物由来二次代謝物の生

物有機化学的研究 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 柴 田 早 苗 AG-56 6 

犬および猫における鎮痛

薬の薬物動態に関する研

究 

応用生物科学 応 用 生 物 科 学 只 野  亮 AG-58 8 
動物集団の遺伝的多様性

の解析 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 岩 橋  均 AG-62 7 酵母のゲノム研究 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 山 根 京 子 AG-64 5 

ワサビなどの遺伝資源を

用いた集団進化遺伝学的

研究 

連合獣医学研究科 応 用 獣 医 学 浅 井 鉄 夫 AG-65 6 薬剤耐性菌の疫学 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 齋 藤 大 蔵 AG-66 1 
条虫の宿主体内動態を決

定するメカニズムの解明 
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応用生物科学 生 産 環 境 科 学 松 原 陽 一 AG-67 10 

ハーブのメタボローム解

析及び薬用植物の機能性 2

次代謝成分解析 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 海老原 章郎 AG-68 18 
細胞内調節系タンパク質

群の酵素科学的研究 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 楠 田 哲 士 AG-70 2 
野生動物の性判別と遺伝

的多様性に関する研究 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 清 水 将 文 AG-72 14 
有用微生物を用いた植物

病害の生物防除 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 中 村 浩 平 AG-73 11 
環境中原核生物の多様性

解析 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 上 野 義 仁 AG-75 12 核酸医薬開発 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 猪 島 康 雄 AG-77 11 

牛白血病のマーカー探索

／ウイルスと細菌の遺伝

子解析 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 西 津 貴 久 AG-79 4 

酵素添加による糊化澱粉

老化抑制機構に関する研

究 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 大 西 健 夫 AG-80 2 
環境DNAの拡散および吸着

の影響に関する実験 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 日 巻 武 裕 AG-84 8 

家畜卵子・胚におけるミト

コンドリア分布や活性の

評価ならびに遺伝子発現

動態の解析 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 稲 垣 瑞 穂 AG-85 13 

牛乳タンパク質によるウ

イルス感染抑制機構の解

明 / 腸内細菌叢に関する

研究 

微生物遺伝資源保存センター  田中香お里  RC-01 1 細菌ゲノムのシーケンス 

流 域 圏 森 林 機 能 研 究 部 門 日恵野綾香  RY-01 7 
卵菌類の生態研究、簡易検

出技術の開発 

連 合 創 薬 創 薬 科 学 杉 戸 信 彦 DM-02 1 
がんに対する microRNA の

抗がん効果の検証 

連 合 創 薬 創 薬 科 学 本 田  諒 DM-04 4 
癌関連タンパク質の構造

解析 

連 合 創 薬 医 療 情 報 学 山 本 容 正 DM-06 5 
薬剤耐性菌蔓延慢性化と

その機序 

糖鎖生命コア研究所  鈴 木 健 一 HA-01 15 
1 分子観察による細胞膜上

のラフト機構の解明 

糖鎖生命コア研究所  木 塚 康 彦 HA-02 18 
糖鎖の生物学的機能と疾

患との関連性の解明 

糖鎖生命コア研究所  藤 田 盛 久 HA-04 7 
糖タンパク質の生合成と

細胞内輸送に関する研究 

糖鎖生命コア研究所  ゲ ノ ム 研 究 分 野 須 賀 晴 久 LS-02 8 
フザリウム菌のゲノム解

析 

糖鎖生命コア研究所  ゲ ノ ム 研 究 分 野 下 澤 伸 行 LS-03 1 
ペルオキシソーム病の診

断・病態解明・治療法開発 

糖鎖生命コア研究所  動 物 実 験 分 野 堀 井 有 希 LS-05 1 
低温関連遺伝子発現の解

析 

糖鎖生命コア研究所  嫌 気 性 菌 研 究 分 野 田中香お里  LS-06 4 細菌ゲノムのシーケンス 

糖鎖生命コア研究所 機 器 分 析 分 野 鎌 足 雄 司 LS-08 6 
タンパク質の立体構造、揺

らぎ、相互作用研究 
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糖鎖生命コア研究所  ゲ ノ ム 研 究 分 野 高 島 茂 雄 LS-09 7 
ゼブラフィッシュおよび

ヒトのゲノム解析 

高等研究院  Ｒ Ｉ 実 験 分 野 犬 塚 俊 康 LS-07 8 
新規生物活性物質の構造

解析 

高等研究院   平 島 一 輝 AS-01 1 
ミトコンドリア代謝阻害

によるがん増殖・転移阻害 

高等研究院   髙 須 正 規 AS-02 6 
ミニブタにおける生殖発

生工学 

学術研究・産学官

連携推進本部 
 大 岡 敦 子 AS-03 1 

地域創生プロジェクト

No.03 アカデミアコミュ

ニティーから発信する世

代を超えた科学コミュニ

ケーション社会の創出 

岐阜薬科大学 医 療 薬 剤 学 北 市 清 幸 PH-03 8 

危険ドラッグおよびその

代謝物の検出および同定

方法の開発、細胞における

薬物輸送機構の解析 

岐阜薬科大学 薬 化 学 平 山  祐 PH-05 5 

鉄イオン蛍光プローブを

使った新規鉄制御化合物

スクリーニング 

岐阜薬科大学 生 化 学 遠 藤 智 史 PH-06 1 

論理的創薬を利用したプ

ロテインホメオスタシス

制御化合物の創製研究 

岐阜薬科大学 薬 物 治 療 学 位 田 雅 俊 PH-07 24 

神経変性疾患に関連する

細胞内凝集タンパク質の

解析 

岐阜薬科大学 衛 生 学 中 西  剛 PH-08 3 
生体分子と生体内外化学

物質の相互作用の解析 

岐阜薬科大学 臨 床 薬 剤 学 原  宏 和 PH-10 2 
細胞内銅動態の制御機構

の解明 

岐阜薬科大学 感 染 制 御 学 腰  塚  哲  朗 PH-14 10 

モルモットサイトメガロ

ウイルス病原性発現に関

与するウイルス遺伝子群

の機能解析 

岐阜薬科大学 薬 効 解 析 学 嶋  澤  雅  光 PH-16 24 

マウス網膜静脈閉塞症モ

デル及びレーザー誘発脈

絡膜血管新生モデルにお

ける化合物Sの作用の検討 

岐阜薬科大学 製 剤 学 伊 藤 貴 章 PH-17 6 

ルシフェラーゼをコード

する plasmidDNA を用いた

レポーターアッセイ評価 

岐阜薬科大学 薬 理 学 檜 井 栄 一 PH-18 19 
骨髄内環境の恒常性維持

機構の研究 
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3  ゲノム研究分野共同利用機器紹介 

 

1-<1>-(5) DNA配列解析ソフト 

  SEQUENCHER 

  Gene Codes社  

キャピラリーシーケ

ンサー、次世代シー

ケンサー(NGS)から

生成されたDNA配

列を解析するソフト

ウェア。波形を見ながらのトリミングやアッセン

ブル、マルチプルアライメントや系統樹作成が可

能。次世代シーケンスデータについては FastQC に

よる配列正確性の確認やVelvet による de novo アセ

ンブリなどが可能。 

 
1-<1>-(3) DNA多型解析ソフト 

   ジーンマッパー 

   アプライドバイオシステム社 

DNAフラグメント

のサイズコールから

アレルコールを行う

ジェノタイピングソ

フトウェア。 

 
1-<1>-(4) マルチキャピラリー DNAシーケンサー 

   3500xL Genetic Analyzer 

   サーモフィッシャーサイエンティフィック社 

電気泳動キャピラリーを

24 本装備。先進的な温度

制御機構により温度コン

トロールの精度を改善。

RFID（無線 IC タグ）技

術で消耗品のデータの管理。 

70 分で 650塩基×24試料の分析が可能。受託解析に

使用。2台保有。2016 年、2020 年導入。                                 

 

1-<2>-(1) リアルタイム定量PCR 

   ABI Step One Plus  

   アプライドバイオシステム社  

4色／96ウェルフォーマットで、精度の高い定量

リアルタイム PCR を実現。FAM™/SYBR® Green、

VIC® /JOE™、ROX™、TAMRA™などの蛍光色素

が検出でき、遺伝子発現解析、病原遺伝子の定

量、SNP ジェノタイピング、プラス/マイナス・ア

ッセイなどの実験が

出来る。従来の個体

どうしの比較のみな

らず、集団間の比較

を行うことが可能。 

2台保有。 

 

 

1-<3>-(1) 核酸精製装置  

Maxwell 

  プロメガ社 

様々なサンプルからTotal RNA

の抽出精製を行います。 

高品質のRNA を再現性良く抽

出できます。 

平成 28 年 5 月導入。 

 

 

1-<3>-(2) 核酸精製装置 

QuickGene-Auto12S 

クラボウ社。 

高純度、高収量のDNA/RNA回収

可能。高い核酸吸着性と容易な脱

着性を有する独自の多孔質メンブ

レンを使用。令和 3 年 3 月導入。  

(1) DNA 関連機器 
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1-<3>-(5) バイオアナライザー 

   2100 BioAnalyzer 

   アジレントテクノロジー社 

通常、DNA分析ではゲル電気泳動、タンパク質分

析ではSDS-PAGE で得る結果を、専用チップを使

用して短時間、簡単に得るための装置(最大 12 サン

プルの定性および定量

のデジタルデータを 30

分で取得可能)。抽出し

たRNA の品質評価も可

能。 

 

 

1-<3>-(6) ハイブリダイゼーションオーブン 
  G2545A 

  アジレントテクノロジー社 

DNAマイクロアレイのハイブリダイゼーションた

めのインキュベータ。取り外し可能なロータラッ

クを備え、回転速度とハイ

ブリダイゼーション温度の

設定が可能。最大 24個の

オリゴDNAマイクロアレ

イ用ハイブリダイゼーショ

ンチャンバを固定可能。 

 

 

 

1-<3>-(7)  DNAマイクロアレイスキャナー 

   Array Scan 

   アジレントテクノロジー社 

Cy3、Cy5 の二色法と

単色法に対応する高

機能スキャナ。解像

度が 2µm で 244K/枚

などの高密度アレイ

の分析が可能。 

 

1-<5>-(1) エレクトロポレーター 

   Gene Pulser II  

   バイオラッド社 

エレクトロポレーションとは、電気パルスにより瞬

間的に細胞に穿孔しDNA等の高分子を細胞に導入

する方法。大腸菌をは

じめとする細菌の形質

転換、動植物細胞の

DNA導入に使用。 

 

 

 

1-<5>-(2) 遺伝子導入装置 

   Neon Transfection System 

   Life Technologies – Invitrogen社 

核酸を哺乳類細胞へ導入する装置。 初代培養細胞

や幹細胞といったトランスフェクションが難しい

細胞を含め、多くの細胞で最大 90%の導入効率を

実現。 1回の反応で 2×104個から 6×106個の細胞に

トランスフェクション可能。1種類の試薬であらゆ

るタイプの細胞に使

用できる。エレクト

ロポレーションの条

件を制限なく最適化

可能。  

 
1-<6>-(1) マルチビーズバイオアッセイ装置 

   Luminex 

   ミリポア社 

少量（～25 µL）の試料をもとにマイクロビーズと

フローサイトメトリーを利用して最大 100項目ま

でサイトカインやリン酸化タンパク質などの定量

測定ができる

SNPs など

DNA、microRNA

の分析などにも

利用可能。 
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1-<7>-(1) パルスフィールドゲル電気泳動装置 

   CHEF-DRII 

   バイオラッド社 

数百から数メガベース以上のDNA のシャープな分

離が可能。クロモ

ゾームマッピン

グ、RFLP 分析、

ジーンマッピング

等に使用。 

 
1-<8>-(1) UVクロスリンカー 

GS Gene Linker 

BioRad社 

ナイロンメンブレンにトランスファーした

DNA/RNA を固定する

装置。DNAニッキン

グやUV滅菌も可能。

殺菌ランプは 8ワット

型・波長 253.7nm。 

 

 

 

 

 

(2) タンパク質・プロテオーム関連機器 

 

2-<1>-(2) 質量分析装置 

   UPLC-MS 

   日本ウォーターズ社 

耐圧性に優れ、2液

によるグラディエ

ント分析が可能。

UV検出器を備えて

いる。ESI法による

質量分析が可能。 

 

 

(3) 光学系分析機器 

 
3-<1>-(1) マルチ蛍光スキャナー 

   Typhoon 9400 

   アマシャムバイオサイエンス社  

放射性同位体と蛍光、ケミルミネッセンスの 3 つの

スキャンモードと、高い感度と解像度によるマイク

ロアレイ解析、フラ

グメント解析や、二

次元電気泳動解析

等に対応。 

 
3-<2>-(1),(2) マルチラベルプレートリーダー 

   Wallac 1420 ARVOsx (1) 

   Wallac 1420 ARVO SX-DELFIA (2) 

   パーキンエルマーライフサイエンス社  

1420 ARVOsx は 96ウェルプレートをはじめ、様々

プレートを用いて蛍光、発光、蛍光偏光をハイスル

ープットで測定可能。96、384、1536ウェル標準プ

レート、6、12、24、48ウ

ェル培養プレートに対応。

ARVOsx-DELFIA は時間分

解蛍光測定が可能。 

 

 

3-<2>-(3) マルチモードプレートリーダー 

Nivo Alpha S 

パーキンエルマー社 

キュベットを使用せず、少

吸光度、発光、蛍光強度、

蛍光偏光、Alpha など、

230nm から 1000nm までの波長で測定。 

65℃までの温度調節が可能。令和年 3 月導入。 
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3-<2>-(4) マイクロプレートフォトメーター 

Multiskan FC 

サーモフィッシャーサイエンティフィック 

96ウェルおよび 384ウェル

プレートを用いて 340-

850nm の波長範囲で吸光度

を測定可能。すべてのウェ

ルをひとつの光学系で測定

します。シェイキング操作

が可能。 

 

3-<3>-(1) 冷却CCDカメラ 

   Ez-キャプチャーAE-9150 

   ATTO社 

冷却CCDカメラを利用して

発光を検出する。ウェスタ

ン・サザン・ノーザンブロッ

トにおけるケミルミ検出など

に利用可能。    

 

3-<3>-(2) 蛍光発光イメージングシステム 

   AEQUORIA 

   浜松ホトニクス社 

超高感度冷却CCD

カメラにより組織レ

ベルの蛍光・発光の

検出が可能。 

 

3-<4>-(1) 微量サンプル分光光度計 

   NanoVue 

   GE ヘルスケアバイオサイエンス社 

キュベットを使用せず、

少量試料の測定が可能。

CyDye標識、核酸濃

度・純度、タンパク質濃

度などの測定に使用。 

      

 

3-<4>-(2) 分光光度計 

   Ultrospec2100 pro 

   GE ヘルスケアバイオサイエンス社 

紫外から可視領域にお

ける試料の吸光度が測

定できる装置。5µl の微

量試料に対応。核酸や

タンパク質の濃度測定

などに利用。      

 

 

3-<4>-(3) 分光光度計 

  BioSpectrometer 

  エッペンドルフ社 

200～830 nm自由選択波

長可能。 

自動比率計算によってス

ペクトルグラフに試料の

純度を表示できる。 

 

 

3-<5>-(1) イメージングサイトメーター 

   IN Cell Analyzer 2200 

   GEヘルスケアバイオサイエンス社 

マルチウェルプレートへ播種した細胞等の全自動

撮影及び統計学的解析が行える。7色の半導体ラ

ンプによって多色での蛍光観察と撮影が可能。全

自動で撮影された画像を付属のソフトウェアで統

計処理。薬剤の

量的評価や未知

薬剤のスクリー

ニングなどにも

使用可能。 
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3-<6>-(1) フローサイトメーター  

   セルアナライザーEC800 

   ソニー社 

蛍光抗体で標識

した細胞を高速

に解析。オート

サンプラーによ

る 48 サンプル連

続自動測定が可能。4 本のレーザー（405, 488, 561, 

642 nm）と 6個の蛍光検出器を搭載。 

 

 
3-<6>-(2) フローサイトメーター  

セルソーターSH800 

ソニー社 

蛍光抗体で標識した

細胞を分取（ソーテ

ィング）することが

できる。2 方向同時

ソーティングおよび 96ウェルプレートまでのマル

チウェルプレートへのソーティングが可能。4 本の

レーザー（405, 488, 561, 638 nm）と 6個の蛍光検

出器を搭載。 

 

 

(4) 顕微鏡 

 4-<1>-(2) 共焦点レーザースキャン顕微鏡 

   LSM710  

   カールツァイス社  

458, 488, 514, 543, 633 nm のレーザーを搭載。タイ

ムシリーズ、

FRAP、FRET の他

に、スペクトルイ

メージング（近接

した蛍光の分離、

スペクトルカーブ

の測定）も可能。 

 

 
4-<2>-(1) 倒立型蛍光顕微鏡 

   Axiovert  

   カールツァイス社  

最高 5種類のフィルターが 

装着できる。 

視野径が 23 mm。 

 
4-<3>-(1) 正立型顕微鏡 

   Axioskop  

   カールツァイス社 

対物レンズは 5倍、10倍、20

倍、40倍の 4つがついてお

り、 カラーの写真撮影も可

能。プレパラートの観察が可

能。 

 
4-<4>-(1) 実体顕微鏡 

   Stemi 2000 +  

   カールツァイス社   

 1.9 から 225倍の倍率でバイオ

や材料試料画像をとらえること

が可能。 

7:1ズーム機能で、連続可変倍

率から個別の倍率ステップまで

変更可能。 

 
4-<4>-(2) 実体蛍光顕微鏡 

    LEICA MA10F 

  ライカ社 

×8倍～×80倍までの無段

階拡大観察と写真撮影が可

能。 

蛍光は緑色蛍光（GFP, 

YFP）と赤色蛍光（RFP, 

DsRed等）を見ることが可能。 
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(5) バイオインフォマティクス関連機器 

 
5-<1>-(1) 電気泳動ゲル画像解析装置 

   Image Master Platinum 

   アマシャムバイオサイエンス社  

二次元電気泳動で分離されたタンパク質スポット

パターン、等電点、分子量、ボリューム等を解析。

ImageMaster 2D Elite、2D Database は 2種類以上のゲ

ルの比較解析からスポットの有無、増減の数値化や

データベース化をサポート。ゲル、ブロッティング

メンブレンの画像はデスクトップスキャナー  

Image Scanner またはバ

リアブルイメージアナ

ライザーTyphoon など

の画像解析装置からは

TIFF形式の取り込みが

可能。  

主要機能  

・ スポット検知、バックグラウンド削除 

・ 100枚までの自動スポットマッチング  

・ マーカー/マーカースポットからの分子量・等電

点決定  

・ マッチングスポットの量変化の表示  

・ インターネットデータベースの検索  

・ 2D DIGE に対応 

 

5-<2>-(1) 蛋白質立体構造情報解析装置 

   DSModeling 

   Accelrys社  

蛋白質・核酸の立体構造を 3次元的に可視化する

装置。ホモロジーモデリング法とモレキュラーダ

イナミックス法に

より高分子の立体

構造を予測するシ

ステム。   

  

5-<3>-(1) プロテオミクス支援システム 

   MASCOT 

   Matrix Science社 

タンパク質の遺伝子同定を支援するシステム。デ

ータベースをもとに仮想上のペプチド断片の セ

ットを発生、MALDI-TOF によるペプチドMSフィ

ンガープリンティング

やTOF/TOF解析で得

られる試料のデータと

照合することにより遺

伝子を同定。   

 

5-<3>-(2) プロテオミクス支援システム 

   ProteinLynx Global SERVER （PLGS） 

   Waters社 

Waters Xevo Qtof の精密質量データを基として、独

自のフィルタリング機能や計算機能を用いて解析

を行う、定量的および

定性的プロテオミクス

研究のMS インフォマ

ティクスプラットフォ

ーム。 

 
5-<4>-(1) 分子間ネットワーク/パスウェイ解析  

データベース 

   IPA 

   トミーデジタルバイオロジー社 

マイクロアレイやメタボロミクス、プロテオミク

ス、RNA-Seq などの実験より得られたデータをも

とにして生物学的な機能の解釈やパスウェイ解析

を行うことができるソフトウェア。豊富な相互作

用情報や分子情報がデータベース化されているた

め、分子生物学の辞書としても使用可能。 
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5-<5>-(1) マイクロアレイ用データ解析ソ

フトウェア 

   GeneSpring 

   トミーデジタルバイオロジー社 

遺伝子発現アレイなどの数値解析、生物学的解析

など、さまざまな機能を搭載したデータマイニン

グソフトウェア。遺伝子発現解析機能に加え、

miRNA、Real Time PCR、CNV、SNP、Pathway解

析等も行う事が可能。  

 
 
 

(6) クロマトグラフィー・電気泳動機器 

 
6-<2>-(1) 等電点電気泳動システム 

   IPGphor + SE600 Ruby+Ettan Dalt6 

   アマシャムバイオサイエンス社 

等電点電気泳動とSDSポリアクリルアミドゲル電

気泳動により、数千個のタンパク質を 2次元で展

開。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 遠心分離機 

 

7-<1>-(1) 超遠心分離機 

   Optima L-70K 

   ベックマンコールター社 

最高 70 krpm。10 ml × 6 本の

超遠心分離が可能。 

 

 

 

 

 

7-<3>-(1) 凍結乾燥機  

   FDU-810 

EYELA社 

少量から比較的多量な

たんぱく質、酵素等の

希釈水溶液の濃縮及び

乾燥、生体試料の濃縮

及び乾燥 。 

 
 
 

(8) 培養機・細胞破砕機 

 
8-<4>-(1) 密閉型超音波破砕機 

   Biorupter 

   コスモバイオ社  

 密閉式で複数試料の同時超音波処理が可能。 

10 ml 用スピッツなら最

大 24 本、1.5 mlマイクロ

チューブなら 24 本、50 

ml チューブなら 12 本。

マルチタイマーにより破

砕時間のセットが可能。      



 40 

8-<4>-(2) 密閉型超音波破砕機 
ビーズ式ホモジナイザー 

   マルチビーズショッカーMB455GU(S) 
   安井器械株式会社  

試料をガラスビーズやメタルコーンと共に撹拌する

ことで破砕。試料間のクロス

コンタミネーションやRnase

の混入を防止。酵母、バクテ

リア、カビ、固い動物組織、

植物組織を数十秒〜数分で破

砕。 

 

8-<5>-(1) 密閉型超音波破砕機 
ポリトロンホモゲナイザー PT-2100 
Kinematica社 

 

ドライブシャフトの先端にある

回転刃を高速で回転させること

で生じる水流と、キャビテーシ

ョンによる超音波で試料を破

砕。動物や植物の組織からの

RNA抽出等に使用。 
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別紙 ゲノム研究分野利用料金表                      令和 6.3.1現在 

事     項 料金 備考 

1. 登録料 

(1) 登録料 3,000円/ 
グループ・年 

※年度毎の更新 
（4/1 ～3/31） 

2. 受託料金表 ※ n-<n>-(n)は管理番号 

DNA受託解析 

1-<1>-(4) DNAシーケンサー（反応前） 700円/サンプル 
(1~21サンプル) 

※22～29まで 単価変動 
※30～66サンプル 500 円/
サンプル     
※67～94まで 単価変動 
※95サンプル以上 350円/
サンプル 

1-<1>-(4) DNAシーケンサー（反応済み） 200円/サンプル 
(1~71サンプル) 

※72～95サンプル 単価
変動  
※96サンプル以上 150円/
サンプル 

1-<1>-(4) DNAシーケンサー 
（フラグメント解析） 

200円/サンプル 
(1~71サンプル) 

※72～95サンプル 単価
変動  
※96サンプル以上 150円/
サンプル 

1-<3>-(2) Quick Gene (核酸抽出精製受託) 
個別相談 

 

  シーケンスオプションサービス 
 （PCR増幅・PCR産物精製など） 個別相談   

1-<2>-

(1),(2) 

リアルタイムPCRオプションサービス 
(プライマー設計・増幅確認など) 

個別相談  

タンパク質・プロテオーム関連機器 

1-<3>-(2) 質量分析装置 UPLC-MS 装置起動・終了

操作 4,000円/1
回 

ルーチン測定

2,000円/1瓶 
条件検討 9,000
円/1対象物 
構造解析 6,000
円/1対象物 

 

RNA受託解析 

1-<3>-(1) Promega Maxwell（RNA抽出精製受託） 細胞 900円/ 
1サンプル 
組織 1300円/ 

1サンプル 

※ 濃度純度測定含む 
※ BioAnalyzer による品質
チェックは別料金 

1-<3>-(5) バイオアナライザ Agilent 2100 
（RNA受託分析） 

5,000円/分析 
(1~12サンプル) 

※試薬・チップ代含む 

マイクロアレイ受託解析 
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1-<3>-(7) マイクロアレイスキャナ 30,000円/1サン

プル 
miRNA  
40,000円/1サン
プル 
スライドは実費 

アレイスライド代金の目安          
・8アレイ―約 21万円 
・4アレイ―約 11万円 

16SrRNA配列解析 

  16SrRNA配列解析（細菌の同定） 10,000円/ 
1サンプル 

※ 相同性検索含む 

3. 共同利用機器料金表 ※n-<n>-(n)は管理番号 

DNA関連機器 

1-<1>-(4) DNAシーケンサー3500 受託料金表参照 ※ 相託のみ 

1-<1>-(3) DNA多型解析ソフト ジーンマッパー ---   

1-<1>-(5) DNA配列解析ソフトSEQUENCHER ---  

1-<2>- 
(1),(2) 

リアルタイム定量PCR 
 ABI Step one plus 

500円/使用 ※ 1使用=3時間迄 
（3時間以上使用 = 

2使用～） 

1-<3>-(5) バイオアナライザ 
 Agilent 2100 500円/使用 

※ 受託分析は 
受託料金表参照 

1-<3>-(6) ハイブリダイゼーションオーブン 
  Agilent G2545A  

1,000円/使用   

1-<3>-(7) マイクロアレイスキャナ 
  Agilent ArrayScan 

1,000円/ 
スキャン 

  

1-<5>-(1) エレクトロポレーター 
Gene Pulser II  

貸出の場合 
 100円/週 

  

1-<5>-(2) 遺伝子導入装置 
Neon Transfection system 

貸出の場合 
 100円/日 

※利用は要相談     
※10 µlキット 2,000円/ 

1使用 

1-<6>-(1) マルチビーズバイオアッセイ装置 
Luminex 

500円/使用 ※利用は要相談 

1-<7>-(1) パルスフィールドゲル電気泳動装置 
CHEF-DRII 

500円/泳動 ※利用は要相談 

1-<8>-(1) UVクロスリンカー GS Gene Linker   ※利用は要相談 

タンパク質・プロテオーム関連機器 

2-<1>-(2) 質量分析装置 UPLC-MS 2,000円/使用   

光学系分析機器 
3-<1>-(1) マルチ蛍光スキャナ Typhoon 9400 500円/使用   

3-<2>-(1) マルチラベルプレートリーダー 
  Wallac1420 ARVO SX 

300円/時間   

3-<2>-(2) マルチラベルプレートリーダー  
  Wallac1420 ARVO SX-DELFIA 

300円/時間   

3-<2>-(2) マルチモードプレートリーダー  
  Nivo Alpha S 

300円/時間  
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3-<2>-(4) マイクロプレートフォトメーター 
  Multiskan FC 

---  

3-<3>-(1) 冷却CCDカメラ Ez-キャプチャー 
AE-9150 

250円/時間   

3-<3>-(2) 蛍光発光イメージングシステム 
 AEQUORIA 

500円/使用   

3-<4>-(1) 微量サンプル分光光度計 NanoVue ---   

3-<4>-(2) 分光光度計 Ultrospec2100 pro --- ※利用は要相談 

3-<5>-(1) イメージングサイトメーター 
  IN Cell Analyzer（撮影） 

500円/使用 ※解析ソフトのみの 
利用は無料 

3-<6>-(2) フローサイトメーター セルソーター 
SH800 

500円/使用 ※チップ 3,000円/1枚 

3-<6>-(3) フローサイトメトリー解析ソフト 

Kaluza2.1.2 

---  

顕微鏡 

4-<1>-(2) 共焦点レーザースキャン顕微鏡 LSM 710 1,000円/使用   

4-<2>-(1) 倒立型蛍光顕微鏡 Axiovert 250円/使用 ※蛍光使用時のみ 

4-<2>-(2) 実体蛍光顕微鏡 LEICA MZ 10F 250円/使用   

4-<3>-(1) 正立顕微鏡 Axioskop ---   
4-<4>-(1) 実体顕微鏡 Stemi 2000 ---   

バイオインフォマティクス関連機器 

5-<3>-(1) プロテオミクス支援システム 
 MASCOT 

---   

5-<3>-(2) プロテオミクス支援システム 
  ProteinLynx Global SERVER 

---   

5-<4>-(1) 分子間ネットワーク/ 
パスウェイ解析データベース IPA 

--- ※利用は要相談 

5-<5>-(1) マイクロアレイ用データ解析 
ソフトウェア 

  GeneSpring 
--- 

 

クロマトグラフィー・電気泳動関連機器 

6-<2>-(1) 等電点電気泳動システム 
  IPGphor+SE600 Ruby+Ettan Dalt6 

1,000円/使用   

遠心分離機 
7-<1>-(1) 超遠心分離機 Optima L-70K --- ※利用は要相談 

7-<3>-(1) 凍結乾燥機 FDU-810 500円/24時間 
 

培養機・細胞破砕機 

8-<4>-(1) 密閉型超音波破砕機 Biorupter ---   

8-<4>-(2) ビーズ式ホモジナイザー 
  マルチビーズショッカー 
MB455GU(S) 

100円/使用   

8-<5>-(1) ポリトロンホモゲナイザー PT-2100 ---   

3.実験室・実験台 
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(1) 実験台（1スペース分:中央実験台半分） 10,000円/月   

(2) 植物用グロースキャビネット 
コイトトロン（401） 

5,000円/月   

(3) 植物栽培室 10,000円/月   

(4) P1温室 50,000円/月   

(5) 研修セミナー室 400円/時間 ※学外のみ課金 

4. 時間外利用料金 

(1) 時間外利用料金 
--- ＊土日祝日他 

当分野が定める休館日 
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4  利用の手引き 

 

(1) 利用者資格・登録 

① 利用者資格 

 岐阜大学科学研究基盤センターゲノム研究分野（以下「ゲノム研究分野」という。）を利用できる者は、

岐阜大学及び岐阜薬科大学の職員、大学院生、学生及びゲノム研究分野長（以下「分野長」という。）が適

当と認めた者とする。 

② 利用者・利用責任者・経費負担責任者 

 利用に際しては、利用責任者(利用についての責任を持つ者で、教員に限る)より、経費負担責任者(利用に

係る経費について責任を持つ者で、教員に限る)と利用者を明記した利用登録申請書を分野長に提出して承認

を得なければならない。登録期間は利用開始日から利用開始日の属する年度末までを限度とする。また、共

同利用機器の利用者については、承認を得た者のうち該当機器の講習会やトレーニングコースに参加した

者、操作に習熟した者及び操作に習熟した者の下で利用するものとする。 

③ 利用登録申請方法 

 利用登録申請の方法については、ゲノム研究分野のホームページ内 「利用登録申請」の項を参照して利用

責任者が申請する。 

④ 登録内容の変更・利用中止 

 登録申請書の記載事項に変更が生じた際、又はゲノム研究分野の利用を中止した際、利用責任者は速やか

に、その旨を分野長に届け出ると共に、変更の場合は承認を得なければならない。 

⑤ 利用承認の取消し 

 利用者が法令及び岐阜大学規則を遵守しない場合やゲノム研究分野の運営に支障を生じさせる場合、分野

長は利用承認を取消すこと、又は一定期間その者の利用を停止させることができる。 

 

(2) 利用料 

 利用に係る料金は、別項の料金表に従って経費負担責任者が負うものとし、運営費交付金、寄付金、受託

研究費、科学研究費補助金の振替により行う。 

 

(3) 実績の提出について 

 利用責任者は、次年度に利用を継続する場合は前年分（1～12月）を、次年度に利用を継続しない場合は

当該年度の実績（論文・著書）を、利用登録申請書に従ってゲノム研究分野に提出しなければならない。 

 

(4) 休業日・利用時間・時間外利用 

① 休業日 

 土曜、日曜、国民の祝日に関する法律で規定された休日、12月 29日から翌年 1月 3日までをゲノム分野

の休業日とする。ただし、分野長が必要と認める場合、臨時に休業日を変更し、又は定めることがきること

とする。 

② 平日利用時間 

 平日（休業日以外の日）の利用時間は、9時から 17時までとする。ただし、分野長が必要と認める場合は

利用時間を変更できることとする。 
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③ 時間外利用 

 平日の利用時間外（17時 ～翌朝 9時）にゲノム分野で作業を行う場合、利用者は原則として該当日の 16

時までにゲノム研究分野と利用責任者の両方へ時間外利用願いを提出するものとする。また、休業日にゲノ

ム分野で作業を行う場合、利用者は原則として利用前平日の 16時までにゲノム研究分野と利用責任者の両

方へ時間外利用願いを提出するものとする。 

 

(5) 共同利用機器・受託解析の利用 

① 利用料 

 別項の料金表に従うものとする。 

② 利用手続き 

利用者は、ゲノム研究分野のホームページにて該当機器の予約手続きを行うものとする。 

予約は 2ヶ月先の月末までを限度とし、１回分の予約は原則として 24時間以内とする。 

同一グループの連日予約は原則 2日までとし、更に連日の使用を希望する場合はゲノム研究分野に相談す

ることとする。 

③ 機器不調・損傷 

機器に不調・損傷が見られた場合、利用者は直ちに管理室に連絡することとし、そのまま使用してはなら

ない。 

利用者の不注意によって機器を不調にしたり、損傷したりした場合の修理費は経費負担責任者が負うもの

とする。 

④ 機器の利用記録 

使用記録簿が設置されている機器を利用した場合は、利用者はその都度必要事項を記入しなければならな

い。 

 

(6) 実験室等の利用 

① 利用料 

別項の料金表に従うものとする。 

② 利用手続き 

植物用グロースキャビネット、実験台、実習室、研修セミナー室、植物栽培室、P1温室を利用しようとす

る場合、利用責任者はそれぞれの利用申込書(別紙様式第 2号～第 6号)により手続きを行うものとする。 

③ 利用終了、中止の際の原状復帰 

 利用を終了または中止したとき、利用責任者は、速やかに実験室等を原状に復帰すると共に、管理室にそ

の旨を報告してゲノム研究分野による利用終了確認を受けなければならない。 

④ ゲノム研究分野内の飲食 

 ゲノム研究分野内での飲食は、所定の場所で行うこととする。 

⑤ ゴミの処理 

 実験等で出たゴミは、できる限り各自で持ち帰ることとする。 

 

(7) 共同利用機器・管理機器の貸出し 
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ゲノム研究分野所有の小型機器の貸出しを希望する場合、利用責任者は当分野に相談の上、機器貸出し申

込書（別紙様式第 9号）により手続きを行うものとする。 

 

(8) 機器の持込み 

① 機器の搬入 

利用者がゲノム研究分野に持ち込む機器は必要最小限の小型機器とし、大型機器を搬入してはならない。 

小型機器をゲノム研究分野に搬入する場合、利用責任者は当分野に相談の上、小型機器搬入申込書（別紙

様式第 7号）により手続きを行うものとする。 

② 搬入した小型機器の所属表示、維持・管理 

搬入した小型機器には利用責任者の氏名、連絡先を明記することとし、その維持・管理は、利用責任者が

行うものとする。 

③ 搬入した小型機器の搬出 

承認期間が満了したとき、利用責任者は搬入した小型機器を速やかに搬出しなければならない。 

 

(9) ゲノム研究棟出入りの方法 

ゲノム研究棟及びゲノム研究棟RI実験室への出入りは、利用登録申請書を提出し認証登録を完了した職

員証カード、学生証カード、またはFelica式施設利用証を使用するものとする。 

 

(10) 緊急事態発生の際の措置 

緊急事態が発生した場合、利用者は各部屋に表示してある緊急避難経路、ガスの元栓の場所、電源の場所

を参照して適切に対処すること。 

 

(11) 利用上の問題点の処理 

利用者がゲノム研究分野の利用で問題を感じた場合、ゲノム研究分野の教員を通じて分野長に申し出るこ

ととする。分野長は、必要に応じてセンター長に報告すると共に運営委員会で審議の上、改善を図るものと

する。 
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5 活動状況報告 

（１） 講習会・セミナー等 

◆ 令和 5 年 5 月 10 日（水）13:30〜14:30 

  科学研究基盤センターゲノム研究分野バイオトレンドセミナー 

                   [生物系研究者向け分子シミュレーション入門]   参加者 44 名 

 

 

◆ 令和 5 年 5 月 17 日（水） ［第１回］10:00〜11:30   参加者 8 名 

           ［第２回］13:30〜15:00   参加者 7 名 

令和 5 年 5 月 18 日（木） ［第３回］10:00〜11:30   参加者 8 名 

           ［第４回］13:30〜15:00   参加者 8 名 

   科学研究基盤センターゲノム研究分野機器講習会  [共焦点レーザー顕微鏡 Carl Zeiss LSM 710] 

 

 

◆ 令和 5 年 6 月 15 日（木）〜 16 日（金）9:30～16:00 

科学研究基盤センターゲノム研究分野トレーニングコース 

                          [リアルタイム定量 PCR 実践講座]   参加者 11 名 

 

 

◆ 令和 5 年 8 月 10 日（木）9:30～16:30 

         [中学生のための生命科学体験プログラム「君にもできる DNA 鑑定」]   参加者 24 名 

 

 

◆ 令和 5 年 8 月 21 日（月）9:30～16:30、22 日（火）9:30～16:30 

            [高校生のための生命科学体験プログラム「ゲノムって何？」]   参加者 19 名 

 

 

◆ 令和 5 年 10 月 18 日（水）〜 19 日（木）13:30～15:00 

科学研究基盤センターゲノム研究分野トレーニングコース 

                                 [論文書き方講座]   参加者 11 名 
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(2) ゲノム研究分野利用状況 

 

 

 

 

 

応⽤⽣物科学部
50(377名)

医学部・病院
29(161名)

⼯学部
12(105名)

教育学部
3(13名)

地域科学部
1(2名)

糖鎖
9(67名)

岐⾩薬科⼤
10(102名)

その他
9(34名)

2023年度 利⽤登録グループ数

反応前
16005件

反応済
5731件

フラグメント
1961件

2023年度 DNAシーケンス利⽤件数
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応⽤⽣物科学部
4992件

医学部・病院
3923件

⼯学部
444件

教育学部
0件

地域科学部
0件

糖鎖
2887件

岐⾩薬科⼤
395件

その他
3364件

2023年度 シーケンス学部別受託件数（反応前）

応⽤⽣物科学部
4753件

医学部・病院
79件

⼯学部
245件

教育学部
128件

地域科学部
707件

糖鎖
0件

岐⾩薬科⼤
0件

その他
1780件

2023年度 シーケンス学部別受託件数
(反応済、フラグメント)
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（３） 共同スペース利用状況 

 

室名（室番号） 利用責任者（登録番号） 

植物栽培室（403） 

植物用グロースキャビネット(401) 

Ｐ１温室 

実習室(203) 

小山 博之（AG-11） 

須賀 晴久（LS-02） 

清水 将文（AG-72） 

高島 茂雄（LS-09） 

 

（４） 教育支援 

実習室利用 (5/2、5/9 応用生物科学部)  

装置見学 (5/11、6/23、7/28、8/2 応用生物科学部) 

実習による装置利用 (6/23 応用生物科学部) 

DNA シーケンスにおける指導及び施設利用 (12/18～20 岐阜県立郡上北高等学校) 

 

（５） 業績論文等 

ED-03 

[1] Kondo Y., Kohda M., Koya Y., Awata S.(2023)"Sperm allocation in relation to male–male aggression and courtship 

in an externally fertilizing fish, the medaka" Animal Behaviour 202 9-19 

[2] Munehara H., Togashi K., Yamada S., Higashimura T., Yamazaki A., Suzuki S., Abe T., Awata S., Koya Y., Tsuruoka 

O.(2023)"Rhamphocottus nagaakii (Cottoidea: Rhamphocottidae), a new species of grunt sculpin from the 

northwestern Pacific, with notes on the phylogeography of the genus Rhamphocottus" Ichthyological Research 70 

268-285 

RS-02 

[3] Hu J., Li H., Sakai H., Mukai T., Young Suk H., Li C.(2023)"Molecular phylogenetics of the fresh water sleepers 

Odontobutis (Gobiiformes: Odontobutidae) and its implications on biogeography of freshwater ichthyofauna of East 

Asia" Molecular Phylogenetics and Evolution 186 107871 

[4] Cho H., Mukai T.(2023)"Mitogenomic phylogeny revealed the fine population structure of an endangered cyprinid 

fish Pseudorasbora pugnax in the Tokai region, central Japan" Ichthyological Research 70 243-255 

[5] 佐々⽊賀治・武藤 滉・⻄村俊明・安藤雅夫・平嶋健太郎・向井貴彦 (2023)"岐⾩県の揖斐川で採集され
たイドミミズハゼ仔⿂の記録の再検討" Ichthy, Natural History of Fishes of Japan 32: 1-6 

[6] 向井貴彦・橋本昌尚(2023)"愛知県⼀宮市におけるドジョウ属⿂類の分布" ⿂類学雑誌, 70: 83-93. 

[7] 中島廉太朗・美⾺純⼀・⻤倉徳雄・向井貴彦(2023)"中部地⽅におけるタカハヤの系統地理" ⿂類学雑誌, 

70: 41-53. 
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[8] 向井貴彦・浅⾹智也・⿃居亮⼀・宇地原永吉(2023)"名古屋市におけるドジョウの mtDNA の系統と分布" 

なごやの⽣物多様性 10: 81-86. 

MD-06 

[9] Niwa A., Taniguchi T., Tomita H., Okada H., Kinoshita T., Mizutani C., Matsuo M., Imaizumi Y., Kuroda T., 

Ichihashi K., Sugiyama T., Kanayama T., Yamaguchi Y., Sugie S., Matsuhashi N., Hara A.(2023)"Conditional 

ablation of heparan sulfate expression in stromal fibroblasts promotes tumor growth in vivo" PLoS ONE 18 e0281820 

[10] Mori T., Kato H., Kawaguchi M., Kanayama T., Furui T., Noda Y., Hyodo F., Matsuo M.(2023)"MRI characteristics 

for predicting histological subtypes in patients with uterine cervical adenocarcinoma" European Journal of Radiology 

158 110612 

MD-08 

[11] Hayashi T., Fujita R., Okada R., Hamada M., Suzuki R., Fuseya S., Leckey J., Kanai M., Inoue Y., Sadaki S., 

Nakamura A., Okamura Y., Abe C., Morita H., Aiba T., Senkoji T., Shimomura M., Okada M., Kamimura D., 

Yumoto A., Muratani M., Kudo T., Shiba D., Takahashi S.(2023)"Lunar gravity prevents skeletal muscle atrophy 

but not myofiber type shift in mice" Communications Biology 6 424 

[12] Heishima K., Sugito N., Abe C., Hirata A., Sakai H., Akao Y.(2023)"Targeting microRNA-145-mediated 

progressive phenotypes of early bladder cancer in a molecularly defined in vivo model" Molecular Therapy Nucleic 

Acids 33 960-982 

[13] Abe C., Katayama C., Bazek M., Nakamura Y., Ohbayashi K., Horii K., Fujimoto C., Tanida M., Iwasaki Y., Inoue 

T., Nin F., Morita H.(2023)"Repeated activation of C1 neurons in medulla oblongata decreases anti-inflammatory 

effect via the hypofunction of the adrenal gland adrenergic response" Brain, Behavior, and Immunity 111 138-150 

[14] Abe C., Katayama C., Bazek M., Ohbayashi K., Horii K., Tanida M., Nin F., Iwasaki Y.(2023)"Hepatic 

glycogenolysis and hypometabolism induced by chemogenetic stimulation of C1 neurons" Journal of Physiology 

601 2293-2306 

[15] Abe C., Katayama C., Ohbayashi K., Horii K., Ogawa B., Fujimoto C., Iwasaki Y., Nin F., Morita 

H.(2023)"Galvanic vestibular stimulation-induced activation of C1 neurons in medulla oblongata protects against 

acute lung injury" American journal of physiology. Regulatory, integrative and comparative physiology 324 R152-

R160 

[16] Abe C., Katayama C., Horii K., Okada R., Kamimura D., Nin F., Morita H.(2023)"Changes in metabolism and 

vestibular function depend on gravitational load in mice" Journal of applied physiology (Bethesda, Md. : 1985) 134 

10-17 

MD-09 

[17] Yaguchi T., Kimura A., Takekoshi A., Matsuo M., Tomita H., Shimohata T.(2023)"Autoimmune glial fibrillary 

acidic protein astrocytopathy associated with breast cancer: a case report" BMC Neurology 23 145 

[18] Ono Y., Kimura A., Shimohata T.(2023)"Pathogenesis, clinical features and treatment of anti-IgLON5 disease" 

Clinical and Experimental Neuroimmunology 14 167-174 



 53 

[19] Takekoshi A., Kimura A., Yoshikura N., Yamakawa I., Urushitani M., Nakamura K., Yoshida K., Shimohata 

T.(2023)"Clinical Features and Neuroimaging Findings of Neuropil Antibody–Positive Idiopathic Sporadic Ataxia 

of Unknown Etiology" Cerebellum 22 915-924 

[20] Ono Y., Higashida K., Takekoshi A., Kimura A., Shimohata T.(2023)"Autoimmune encephalitis presenting with 

atypical parkinsonism: A case report and review of the literature" Neurology and Clinical Neuroscience 11 271-275 

[21] Kikuchi T., Takao N., Sato T., Kenji I., Hino S., Mayumi K., Keiji T., Riyoko K., Shibata S., Kaburagi K., Iijima N., 

Mizukami H., Sakurai K., Yamauchi J., Kimura A., Shimohata T., Yamano Y.(2023)"Level of CSF CXCL10 is 

highly elevated and decreased after steroid therapy in patients with autoimmune glial fibrillary acidic protein 

astrocytopathy" Clinical and Experimental Neuroimmunology 14 61-68 

[22] Izumi M., Uzawa A., Aoki R., Suzuki M., Yoshizawa K., Suzuki Y., Kimura A., Shimohata T., Kuwabara 

S.(2023)"Delayed Appearance of Brain Magnetic Resonance Imaging Abnormalities in a Patient with Glial 

Fibrillary Acidic Protein Astrocytopathy" Internal Medicine 62 465-468 

MD-15 

[23] Shirakami Y., Kato J., Ohnishi M., Taguchi D., Maeda T., Ideta T., Kubota M., Sakai H., Tomita H., Tanaka T., 

Shimizu M.(2023)"A Novel Mouse Model of Intrahepatic Cholangiocarcinoma Induced by Azoxymethane" 

International Journal of Molecular Sciences 24 14581 

[24] Qin X.-Y., Furutani Y., Yonezawa K., Shimizu N., Kato-Murayama M., Shirouzu M., Xu Y., Yamano Y., Wada A., 

Gailhouste L., Shrestha R., Takahashi M., Keillor J.W., Su T., Yu W., Fujii S., Kagechika H., Dohmae N., Shirakami 

Y., Shimizu M., Masaki T., Matsuura T., Suzuki H., Kojima S.(2023)"Targeting transglutaminase 2 mediated 

exostosin glycosyltransferase 1 signaling in liver cancer stem cells with acyclic retinoid" Cell Death and Disease 14 

358 

[25] Shirakami Y., Kato J., Maeda T., Ideta T., Imai K., Sakai H., Shiraki M., Shimizu M.(2023)"Skeletal muscle atrophy 

is exacerbated by steatotic and fibrotic liver-derived TNF-α in senescence-accelerated mice" Journal of 

Gastroenterology and Hepatology (Australia) 38 800-808 

MD-19 

[26] Moriishi T., Kawai Y., Fukuyama R., Matsuo Y., He Y.-W., Akiyama H., Asahina I., Komori T.(2023)"Bcl2l1 

Deficiency in Osteoblasts Reduces the Trabecular Bone Due to Enhanced Osteoclastogenesis Likely through 

Osteoblast Apoptosis" International Journal of Molecular Sciences 24 17319 

[27] Goto A., Komura S., Kato K., Maki R., Hirakawa A., Tomita H., Hirata A., Yamada Y., Akiyama H.(2023)"C-X-C 

domain ligand 14-mediated stromal cell–macrophage interaction as a therapeutic target for hand dermal fibrosis" 

Communications Biology 6 1173 

MD-20 

[28] Hayashi Y., Hyodo F., Tana, Nakagawa K., Ishihara T., Matsuo M., Shimohata T., Nishihira J., Kobori M., 

Nakagawa T.(2023)"Continuous intake of quercetin-rich onion powder may improve emotion but not regional 

cerebral blood flow in subjects with cognitive impairment" Heliyon 9 e18401 
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[29] Hayakawa-Ogura M., Tana, Nakagawa T., Itoh M.(2023)"GADD34 suppresses eIF2α phosphorylation and 

improves cognitive function in Alzheimer's disease-model mice" Biochemical and Biophysical Research 

Communications 654 112-119 

MD-23 

[30] Kuroki M., Iinuma R., Okuda H., Terazawa K., Shibata H., Mori K.-I., Ohashi T., Makiyama A., Futamura M., 

Miyazaki T., Horikawa Y., Ogawa T.(2023)"Comprehensive Genome profile testing in head and neck cancer" Auris 
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[319] Kobayashi I., Nakamura K., Saito I., Akita M., Tozaki T., Miyazaki M., Hano K., Takasu M.(2023)"Changes in 

population structure and genetic diversity of Misaki horses between 2015 and 2020" Journal of Veterinary Medical 

Science 85 1327-1329 

[320] Aoyama T., Takeno S., Yokoe K., Hano K., Takasu M., Takeuchi M., Hasegawa Y.(2023)"Micromanipulation 

System Capable of Simultaneously Presenting High-Resolution and Large Field-of-View Images in Real-Time" 

IEEE Access 11 34274-34285 

[321] Masuda M., Nikadori A., Nikadori E., Uchida N., Takizawa Y., Ishimaru M., Yamamoto T., Yuasa R., Kugai H., 
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（６） 外部資金貢献実績 

登録番号 ⽒名 研究種⽬など 研究課題名 

ED-03 古屋康則 基盤研究(C) 営巣繁殖⿂における雄腎臓から分泌される雌誘引物質とその同定 

ED-06 三宅崇 基盤研究(C) 花の 3D構造・花⾹・報酬の時空間的な連動と送粉者の誘導 

ED-08 勝⽥⻑貴 基盤研究(A) 淡⽔湖年縞堆積物を⽤いた完新世の気候変動と陸域環境応答の⾼分解
能解析 

RS-02 向井貴彦 
⼀般財団法⼈ 越⼭科
学技術振興財団  研究
助成⾦ 

森林⽣態系におけるサンショウウオ類の多様性の解明と保全 

MD-06 富⽥弘之 基盤研究(B) ⾎管内⽪グリコカリックス構成成分の違いによる臓器保護メカニズム
の解明 
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MD-06 富⽥弘之 JST 創発的研究⽀援
事業 ⾎管内⽪とグリコカリックスの「⾒える化」から創る新⽑細⾎管学 

MD-08 安部⼒ 基盤研究(B) ⾷事性神経ー免疫系の活性化で⽬指す誤嚥性肺炎の予防・軽減と健康
寿命延伸戦略 

MD-08 安部⼒ 挑戦的研究（萌芽） ⼝腔内微⽣物叢の改善を⽬指す光遺伝学を駆使した唾液分泌制御⼿法
開発への挑戦 

MD-09 下畑享良 基盤研究(C) 新規神経免疫疾患抗 IgLON5抗体関連疾患：診断基準作成と治療反応
予測因⼦の同定 

MD-11 満仲翔⼀ 若⼿研究 結核菌・抗酸菌の遺伝⼦改変のためのマイコファージ様形質導⼊粒⼦
の簡易作製法 

MD-11 満仲翔⼀ 若⼿研究 ファージセラピーの実⽤化に向けた⾮増殖性ファージの創出 

MD-15 ⽩上洋平 基盤研究(C) レチノイドシグナルと脂肪肝に着⽬した新規胆管癌マウスモデル樹⽴
と発癌機序の解明 

MD-17 ⼭⽥陽⼀ 基盤研究(B) Ready-to-useセルパッケージングによる⾻再⽣モダリティーの新戦略
と創成 

MD-17 ⽚桐渉 基盤研究（C） 幹細胞ステムネス性維持とマクロファージ極性転換による⾻質維持改
善を図る⾻再⽣研究 

MD-17 川⼝知⼦ 基盤研究（C） FGF刺激⻭髄細胞由来エクソソームの⻭周組織再⽣に向けた評価 

MD-19 秋⼭治彦 基盤研究(B) 乳酸シャトルを指標とする軟⾻での嫌気的解糖系の機能解析と軟⾻疾
患に対する創薬開発 

MD-20 中川敏幸 基盤研究(C) ⻑期肥満に基づく認知症発症機構の解明 

MD-21 永井淳 基盤研究(C) シングルセルゲノミクス技術を利⽤した混合試料からの個⼈識別法の
開発 

MD-41 本橋⼒ 基盤研究(C) 上⽪間葉転換を利⽤したダイレクトリプログラミング法の開発とその
機構の解明 

MD-42 ⻑岡仁 基盤研究(C) 細胞分裂数を記録する⼈⼯遺伝⼦の開発 

MD-42 ⻑岡仁 基盤研究(C) SWEFタンパク質の時間的空間的制御による免疫記憶形成機構の解明 

MD-45 ⼤沢匡毅 基盤研究(C) 尋常性⽩斑の病態に対するニューロペプチドYの⽣理的役割 

MD-46 ⽵内保 基盤研究(C) がん細胞の ARID1A発現低下がもたらす間質の検討 

MD-51 前川洋⼀ 基盤研究(B) 抗マラリア薬作⽤機序における宿主免疫機構の役割の解明 

MD-56 ⼭⽥名美 基盤研究(C) 細胞外⼩胞- 「界」を超えるコミュニケーションツールからお⽶を科
学する 

MD-57 松橋延壽 基盤研究(C) ⼤腸癌微⼩環境におけるグリコカリックスの機能解析 

MD-57 松橋延壽 AMED BRAF V600E変異型切除可能⼤腸癌遠隔転移に対する個別化周術期治
療の医師主導治験の実施 

MD-57 松橋延壽 AMED 
切除可能な⾼頻度マイクロサテライト不安定性結腸直腸癌に対して免
疫チェックポイント阻害薬を⽤いた根治治療の有効性・安全性を検討
する研究 

MD-57 松橋延壽 AMED 進⾏胃癌を対象とした⼤網切除に対する⼤網温存の⾮劣性を検証する
ランダム化⽐較第 III相試験 
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MD-58 ⽮部⼤介 基盤研究(B) 地域コホートと深層学習による⽼年症候群予防に資する個別化栄養療
法の確⽴ 

MD-60 鈴⽊浩⼤ 基盤研究(C) リコンビナントトロンボモジュリンの⾎管内⽪グリコカリックス増⽣
効果の検討 

MD-63 永井宏樹 新学術領域研究 
（研究領域提案型） アメーバをめぐるポストコッホ微⽣物⽣態学 

MD-63 永井宏樹 基盤研究(B) 病原細菌によるミトコンドリア⽀配の分⼦基盤 

MD-64 奥⽥弘 若⼿研究 メニエール病における末梢⾎単核細胞の炎症性サイトカイン産⽣能に
関する検討 

EG-02 横川隆志 基盤研究(C) メタン菌における tRNA環状化の制御機構 

EG-05 船曳⼀正 基盤研究(B) 従来未利⽤の⾚外光を光電変換する無⾊有機太陽電池の⾼性能化 

EG-06 古⼭浩⼦ 基盤研究(C) 悪性脳腫瘍に特異的に発現する酵素類を標的とした機能性PETプロー
ブの開発 

EG-09 上⽥浩 基盤研究(C) Rho活性化因⼦に対するタンパク質相互作⽤原理を⽤いた新規機能調
節分⼦の創成 

EG-11 喜多村徳昭 基盤研究(C) 核酸医薬開発の推進を⽬指した核酸オリゴマーの⾰新的合成法の開発 

EG-11 喜多村徳昭 ⽴松財団研究助成 抗ウイルス薬シーズの迅速創出に有⽤なプラットフォームの構築 

EG-12 ⽯⿊亮 基盤研究(C) ⾼圧⼒ゲル電気泳動法によるタンパク質オリゴマーの熱⼒学的・速度
論的安定性の評価 

EG-15 纐纈守 
国際共同研究加速基⾦
（国際共同研究強化
(B)） 

肺炎制御のための新素材開発研究 

EG-17 岡夏央 基盤研究(C) 新規ドミノ反応を⽤いる多置換不飽和環状炭化⽔素の⽴体選択的合成
法の開発 

EG-21 ⼤橋憲太郎 基盤研究(B) ゴルジ体ストレスシグナルに着⽬した新たな⽼年病発症メカニズムの
解析 

EG-22 ⽵森洋 基盤研究(C) 免疫応答を制御可能な微⽣物細胞外⼩胞由来の薬物送達担体開発 

EG-22 ⽵森洋 JST可能性検証 整腸作⽤を発揮する⾼温耐性の麹由来細胞外⼩胞（ＥＶ）の⽣産条件
の探索 

AG-04 島⽥昌也 基盤研究(C) 肝臓脂質代謝のエピゲノム制御に着⽬した果糖誘導性脂肪肝とその予
防に関する基盤研究 

AG-06 鈴⽊史朗 基盤研究(C) フェルロイルアラビノキシラン⽣合成⼯学の分⼦基盤構築 

AG-10 中川寅 基盤研究(C) 可溶型（プロ）レニン受容体機能の細胞外モジュレーション機構の解
明 

AG-10 橋本美涼 若⼿研究 ミエリン形成を制御するアルギニンメチル化酵素PRMT1 の標的分⼦
の同定と機能解析 

AG-10 橋本美涼 2023 年度 TARA 
プロジェクト タンパク質アルギニンメチル化に着⽬した神経幹細胞の新規⽣存戦略 

AG-10 中川千春 基盤研究(C) ⽪膚の細胞間コミュニケーションにおける（プロ）レニン受容体の役
割 
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AG-10 橋本美涼 
令和５年度連農若⼿研
究グループ形成⽀援事
業（本学） 

 

AG-10 橋本美涼 2023 年度内藤記念⼥
性研究者研究助成⾦ 

タンパク質アルギニンメチル化による中枢神経ミエリンの発⽣・再⽣
制御機構の解明 

AG-11 ⼩⼭博之 基盤研究(B) 酸性⼟壌・乾燥・冠⽔耐性を多⾯制御するSTOP1 システムの進化多
様性 

AG-12 ⽚畑伸⼀郎 基盤研究(C) ⽔ストレスはジベレリンによるヒノキの花成応答にどのような影響を
及ぼすのか？ 

AG-13 中川智⾏ ⼀般財団法⼈ 東洋⽔
産財団 学術奨励⾦ 伝統的発酵⾷品「なれずし」の⾵味を醸す微⽣物菌叢の多様性と機能 

AG-13 中川智⾏ 
公益財団法⼈ エリザ
ベス・アーノルド富⼠
財団 令和5 年度 学術
研究助成⾦ 

出芽酵⺟による単⼀発酵系サワーブレッド⽣産に向けた多酸性パン酵
⺟の育種 

AG-15 ⻑岡利 基盤研究(A) ⾷品タンパク質由来の脂質代謝改善ペプチドの本質的理解と⾰新的応
⽤に関する基盤研究 

AG-16 淺野⽞ 基盤研究(C) 侵略的外来哺乳類の個体数抑制のための卵透明帯由来避妊ワクチン抗
原の開発 

AG-17 前⽥貞俊 基盤研究(B) ⽪膚リンパ腫に対する細胞隔離・⾼濃度抗がん剤局所療法の開発 

AG-21 宮脇慎吾 基盤研究(B) ゲノム編集マウスによる⽝の遺伝性疾患と原因遺伝⼦・多型の因果関
係の実験的証明 

AG-24 椎名貴彦 基盤研究(C) 延髄-迷⾛神経による⾷道横紋筋運動の制御機構の解明 

AG-24 椎名貴彦 基盤研究(A) 脳と⼤腸を機能連関させる神経回路のリモデリングとその排便異常へ
の関与 

AG-25 ⼟⽥浩治 基盤研究(C) 社会性昆⾍の協⼒と侵略の分⼦的基盤の解明：フタモンアシナガバチ
をモデル⽣物として 

AG-27 ⼭内恒⽣ 若⼿研究 癌転移を阻害するメチルクェルセチンの作⽤機序の解明 

AG-30 中川⾹澄 若⼿研究 インジゴ還元菌の細胞外電⼦伝達機構の解明によるアルカリ型微⽣物
燃料電池の構築 

AG-30 中川⾹澄 ⽴松財団 ⼀般研究助
成 アルカリ環境に⽣息する発電菌の探索及び微⽣物燃料電池への応⽤ 

AG-30 中川⾹澄 
⽇本農芸化学会 農芸
化学若⼿⼥性研究者チ
ャレンジ研究助成 

アルカリ環境において微⽣物が産⽣するバイオフィルムの役割の解明 

AG-32 酒井洋樹 基盤研究(C) サイトケラチン 14は⽝および猫の乳がんの浸潤性に寄与する 

AG-33 中川敬介 基盤研究(C) 野⽣動物を対象とした新型コロナウイルスのReverse Zoonosis調査 

AG-34 ⼭本朱美 東農ミート 
学術コンサル  

AG-37 ⻄飯直仁 基盤研究(C) mTORC1抑制の病態に着⽬したイヌのグルココルチコイド筋萎縮の新
規治療法の確⽴ 
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AG-44 ⾼島康弘 基盤研究(A) 致死性病原体の潜伏を可能にする野⽣動物の分⼦免疫機構 

AG-45 勝野那嘉⼦ 基盤研究(C) 澱粉階層構造の精密制御による戦略的な⽶加⼯品の物性改善 

AG-49 森崇 基盤研究(C) RNase耐性microRNA を⽤いたイヌ⾎管⾁腫に対する新規治療法の開
発 

AG-51 松村秀⼀ 基盤研究(C) 味覚受容体の進化が⿂類の環境適応に果たした役割の解明 

AG-52 ⼭本義治 基盤研究(C) 種内ナチュラルバリエーションを⽤いた植物プロモーターの進化的側
⾯の解明 

AG-54 ⼋代⽥真⼈ 基盤研究(C) 放牧家畜の⽣理⽣態からみた草地植⽣の多様性保全 

AG-55 柳瀬笑⼦ 基盤研究(C) 紅茶の主要な機能性を司るテアルビジンの構造解明 

AG-56 柴⽥早苗 ⼀丸ファルコス株式会
社 共同研究 

⽝におけるプロテオグリカンの経⼝投与が安全性と有効性に及ぼす影
響 

AG-65 浅井鉄夫 基盤研究(A) 野⽣動物のコミュニティに出現した薬剤耐性菌の蔓延機序の解明と危
険度分析 

AG-67 松原陽⼀ ライフイン株式会社 
共同研究費 腐植酸及びリン溶解菌の園芸作物における機能解析 

AG-67 松原陽⼀ 株式会社Eプラン 
共同研究費 アルカリイオン⽔の機能解析 

AG-67 松原陽⼀ 中部電⼒（株） 
受託事業 菌根菌活⽤による農業振興等を通じた地域貢献策の検討 

AG-72 清⽔将⽂ 基盤研究(B) γ-グルタミル-S-アリルシステインによる拮抗細菌集積の機構解明 

AG-72 清⽔将⽂ 
NEDO グリーンイノ
ベーション基⾦事業 
委託研究 

⾷料・農林⽔産業のＣＯ２等削減・吸収技術の開発 
⾼機能バイオ炭等の供給・利⽤技術の確⽴ 

AG-73 中村浩平 基盤研究(C) 嫌気微⽣物⽣態系のエネルギーネットワーク：⽯油メタン発酵系の直
接異種間電⼦伝達 

AG-77 猪島康雄 基盤研究(B) エクソソーム内分⼦の挙動と⽜伝染性リンパ腫発症との関連解明 

AG-77 猪島康雄 特別研究員奨励費 細胞外⼩胞が内包する分⼦の動態解明と新しい⽜伝染性リンパ腫モニ
タリング技術の開発 

AG-77 猪島康雄 挑戦的研究（開拓） One Healthを基盤とした海の⼈獣共通感染ウイルス学の創出〜次なる
脅威に備える〜 

AG-77 岡⽥彩加 若⼿研究 培養能を喪失したカンピロバクターは⾷中毒の原因となるのか 

AG-79 ⻄津貴久 基盤研究(B) 咀嚼における感覚刺激の経時的変化が⾷品の官能的な評価に及ぼす影
響 

AG-80 ⼤⻄健夫 基盤研究(C) 氾濫原開発は⼟壌中の物質動態にどのような変化をもたらしたのか？ 

AG-85 稲垣瑞穂 基盤研究(C) 腸内細菌叢の撹乱プロセスの理解と是正評価系の開発 

HA-01 鈴⽊健⼀ 基盤研究(B) ⾼精度 1 分⼦観察による糖脂質の機能性クラスター形成機構の解明と
階層構造の検証 

HA-01 鈴⽊健⼀ 科学技術振興機構
CREST ⾼精度１分⼦観察によるエクソソーム膜動態の解明 
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（７）ゲノム研究分野教員の教育研究活動等 

① 教育活動 

大学院連合農学研究科（須賀） 

HA-04 藤⽥盛久 国際共同研究加速基⾦
（帰国発展研究） 

リソソーム・エキソサイトーシスによる短鎖糖タンパク質の⽣成、露
出機構の解明 

DM-04 本⽥諒 若⼿研究 がん遺伝⼦産物RASを阻害する細胞膜透過性タンパク質の開発 

DM-06 ⼭本容正 基盤研究(A) 途上国社会に蔓延する薬剤耐性菌の耐性安定化機序解明 

DM-06 ⼭本容正 
国際共同研究加速基⾦
（国際共同研究強化
(B)） 

ガーナにおける薬剤耐性菌エンデミック実態の解明 

RY-01 ⽇恵野綾⾹ 若⼿研究 国内において樹⽊病原性卵菌類による深刻な病害が発⽣しない要因の
解明 

RY-01 ⽇恵野綾⾹ 環境研究総合推進費 ⻑良川流域における森・⾥・川の気候変動適応が中⼭間地域の⽣業の
持続性とウェルビーイングに与える影響の研究 

RY-01 ⽇恵野綾⾹ 共同研究 雪害を受けた冷温帯スギ林における⽊材腐朽菌の菌組成解析 

RY-01 ⽇恵野綾⾹ 受託解析 罹病トウガラシの診断同定 

LS-02 須賀晴久 基盤研究(C) 花器感染菌類における宿主内菌⽷ネットワーク化と病原性 

LS-02 須賀晴久 

農林⽔産省委託プロジ
ェクト安全な農畜⽔産
物安定供給のための包
括的レギュラトリーサ
イエンス研究推進委託
事業 

３０年前と現在のかび毒産⽣フザリウム属の菌種分布⽐較 

LS-03 下澤伸⾏ 挑戦的研究（萌芽） 拡⼤新⽣児スクリーニング診療⽀援モデル確⽴による実践的国内難病
克服研究 

LS-05 堀井有希 若⼿研究 冬眠様選択的スプライシング制御による低体温障害耐性メカニズムの
解明 

LS-05 堀井有希 挑戦的研究（萌芽） ⼈⼯冬眠誘発の基盤となる哺乳動物に普遍的な低温耐性機構の解明
（分担） 

LS-05 堀井有希 
JST戦略的創造研究推
進事業（ACT-X）
「⽣命と化学」領域 

冬眠様選択的スプライシング機構の応⽤法の開発 

LS-05 堀井有希 内藤記念⼥性研究者研
究助成⾦ 

低温ショックタンパク質の冬眠様発現による傷害耐性機構の解明と応
⽤に関する研究 

LS-06 
RC-01 ⽥中⾹お⾥ 基盤研究(C) 抗菌薬適正使⽤を⽬指した偏性嫌気性菌の耐性拡散機構の解明 

LS-07 ⽝塚俊康 基盤研究(C) 多様な分⼦サイズをもつ渦鞭⽑藻由来超炭素鎖化合物の同定 

AS-01 平島⼀輝 若⼿研究 新規がん特異的代謝阻害剤ペタシンの⽣体内分解耐性の向上 

AS-02 髙須正規 基盤研究(B) 過剰排卵処置に続く経腹壁エコーガイドで採取したブタ卵⼦に由来す
る受精卵の特徴 
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副指導教員 

 

大学院自然科学技術研究科（須賀） 

分子植物病学特論 1単位 

主・副指導教員 

 

応用生物科学部（須賀） 

応用植物科学実験法 1単位 13人で分担 

応用植物科学実験実習 I 2単位 13人で分担 

植物病理学 2単位 2人で分担(8 回講義分) 

微生物学 2単位 2人で分担(14 回講義分) 

卒業研究 6単位 

 

医学部テュトーリアル「成育」コース小児病態学（高島） 

発生遺伝学 2 時間 

 

医学部テュトーリアル選択配属（高島） 

4 名、10週間 

 

大学院連合創薬医療情報研究科（高島） 

発生遺伝学特論 2単位 

副指導教員 

 

工学部（高島） 

化学英語Ⅰ ２単位 

 

②研究活動  

＜学術論文＞ 

（和文著書） 

なし 

（英文原著） 

Kageyama K., Watanabe H., Otsubo K., Suga H., Hieno A.(2023)"A phanomyces mitsuba sp. nov. causing stem rot of 
“mitsuba”, Cryptotaenia japonica, in hydroponic culture" Mycological Progress 22 57 
 
Ahsan N., Hayashi M., Otsubo K., Hieno A., Suga H., Kageyama K.(2023)"First report of root and stem rot of sedum caused 
by five oomycete species" Journal of General Plant Pathology 89 244-248 
 
Uegaki R., Uchino H., Wasada H., Suga H.(2023)"Fumonisin reduction using fungicides in forage corn cultivation" Grassland 
Science 69 190-196 
 
Liu J., Liang M., Lin T., Zhao Q., Wang H., Yang S., Guo Q., Wang X., Guo H., Cui L., Yan Y., Hieno A., Kageyama K., Suga 
H., Li M.(2023)"A LAMP-Based Toolbox Developed for Detecting the Major Pathogens Affecting the Production and 
Quality of the Chinese Medicinal Crop Aconitum carmichaelii" Plant Disease 107 658-666 
 
Li F., Ebihara A., Sakahara Y., Matsumoto S., Ueno R., Bao W., Kimura M., Fuji S.-I., Shimizu M., Kageyama K., Suga 
H.(2023)"Synergistic effect of amino acid substitutions in CYP51B for prochloraz resistance in Fusarium fujikuroi" Pesticide 
Biochemistry and Physiology 189 105291 
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Yosilia R.; Feng W.; Hieno A.; Otsubo K.; Kusunoki M.; Suga H.; Kageyama K.(2023)"First report of crown rot on lettuce 
caused by Phytophthora crassamura in Japan" Journal of General Plant Pathology  https://doi.org/10.1007/s10327-023-
01163-z 
 
Amalina D.D.; Sudadi; Pratama N.M.; Dewi W.S.; Hadiwiyono; Minardi S.; Suga H.(2023)"Enhancing Melon Growth and 
Nutrient Uptake with Plant-Growth-Promoting Microorganisms from Cucumis melo" International Journal of Design and 
Nature and Ecodynamics 18 1475-1484 
 
Md Matiur Rahman, Hinata Ishikawa, Marika Yamauchi, Shigeo Takashima, Yuji O Kamatari, Kaori Shimizu, Ayaka Okada, 
Yasuo Inoshima. (2023). Characterization of mRNA Signature in Milk Small Extracellular Vesicles from Cattle Infected with 
Bovine Leukemia Virus. Pathogens (Basel, Switzerland), 12(10) 1239-1239. 
 
Teiko Komori Nomura Satoshi Endo Takuma Kuwano Kazuya Fukasawa Shigeo Takashima Tomoki Todo Kyoji Furuta 
Takuhei Yamamoto Eiichi Hinoi Hiroko Koyama Ryo Honda. (2023). ARL-17477 is a dual inhibitor of NOS1 and the 
autophagic-lysosomal system that prevents tumor growth in vitro and in vivo. Scientific reports, 13(1) 10757. 
 
Kyoka Kawaguchi Miyu Watanabe Saho Furukawa Kenichi Koga Hiromitsu Kanamori Mitsushi J Ikemoto Shigeo Takashima 
Miwa Maeda Kentaro Oh-Hashi Yoko Hirata Kyoji Furuta Hiroshi Takemori. (2023). Intermittent inhibition of FYVE finger-
containing phosphoinositide kinase induces melanosome degradation in B16F10 melanoma cells. Molecular biology reports, 
50(7) 5917-5930. 
 
Md Matiur Rahman, Ryoka Nakanishi, Fumi Tsukada, Shigeo Takashima, Yoshiko Wakihara, Yuji O Kamatari, Kaori Shimizu, 
Ayaka Okada, Yasuo Inoshima. (2023). Identification of Suitable Internal Control miRNAs in Bovine Milk Small Extracellular 
Vesicles for Normalization in Quantitative Real-Time Polymerase Chain Reaction. Membranes, 13(2). 
 
Hiroshi Kikukawa, Toshihiro Nagao, Mitsuki Ota, Shigeo Takashima, Kohji Kitaguchi, Emiko Yanase, Sadatoshi Maeda, 
Kiyotaka Y Hara. (2023). Production of a selective antibacterial fatty acid against Staphylococcus aureus by Bifidobacterium 
strains. Microbiome research reports, 2(1) . 
 
 

＜学会発表＞ 
(国内)  
 
A defective RNA-encoded protein and its helper virus FbLFV1 cooperatively reduce growth and virulence of Fusarium 

boothii Abbhi Vanshika, 佐藤友理沙, 金森公太郎, 水谷行善, 佐藤育男, 竹本大吾, 近藤秀樹, 鈴木信弘, 須賀
晴久, 千葉壮太郎 令和５年度日本植物病理学会関西部会 2023 年 9 月 

 
Relationship between biocontrol efficacy of Pseudomonas fluorescens complex strains and their nutrient utilization patterns 

Nur Adliza Binti Baharom, Saki Ikeda, Haruhisa Suga, Masafumi Shimizu 令和５年度日本植物病理学会関西部会 
2023 年 9 月 

 
Pseudomonas fluorescens complex のアミノ酸利用性と青枯病抑制効果との関連性 池田早姫, Nur Adliza Binti 

Baharom, 須賀晴久, 田中貴, 清水将文 日本土壌微生物学会 2023 年度千葉大会 2023 年 6 月 
 
トマト固形培地栽培で発生したトマト根腐病を引き起こすAphanomyces cladogamus（病原追加） 渡邉麻衣, 小島一
輝, 渡辺秀樹, 日恵野綾香, 須賀晴久, 景山幸二 令和 5 年度日本植物病理学会大会 2023 年 3 月 
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Fusarium fujikuroi(イネばか苗病菌)のイプコナゾールに対する感受性の遺伝 竪石秀明, 佐戸翔太, 須賀晴久 令

和 5 年度日本植物病理学会大会 2023 年 3 月 
 
トマト根腐病を引き起こす卵菌類の病原性に及ぼす温度の影響 小島一輝, 渡邉麻衣, 渡辺秀樹, 日恵野綾香, 須
賀晴久, 景山幸二 令和 5 年度日本植物病理学会大会 2023 年 3 月 

 
CYP51B のアミノ酸変異によるイネばか苗病菌のプロクロラズとペフラゾエートの交叉耐性 坂原優里, Li Fang Jing, 
藤晋一, 堀武志, 清水将文, 景山幸二, 須賀晴久 令和 5 年度日本植物病理学会大会 2023 年 3 月 

 
2020 年に分離されたイネばか苗病菌のイプコナゾールに対する感受性とCYP51遺伝子の塩基配列 佐戸翔太, 竪
石秀明, 須賀晴久 令和 5 年度日本植物病理学会大会 2023 年 3 月 

 
イネばか苗病菌 Fusarium fujikuroi における NADPH オキシダーゼ遺伝子 NoxA の破壊 稲守裕大, 清水将文, 景
山幸二, 須賀晴久 令和 5 年度日本植物病理学会大会 2023 年 3 月 

 

(８) 補助金関連採択状況 

須賀晴久 
農林水産省委託プロジェクト研究 (持続可能な農林水産業推進とフードテック等の振興に対応した未来の食品

安全プロジェクトのうち、気候変動を考慮したかび毒汚染実態解明並びに汚染低減に関する研究) (課題責
任者)「30 年前と現在のかび毒産生フザリウム属との菌種分布比較」(2,315千円) 

科学研究費補助金基盤研究(C)(研究代表者)「花器感染菌類における宿主内菌糸ネットワーク化と病原性」 
(1,100千円) 

 
高島茂雄 

科学研究費補助金基盤研究 (B) (研究分担者) 「エクソソーム内分子の挙動と牛伝染性リンパ腫発症との関連

解明」 
科学研究費補助金基盤研究 (C) (研究分担者) 「ぺルオキシソーム病モデルフィッシュを用いた神経変性疾患

の重症度予測と治療法の開発」 
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(９) 新聞報道等 

１． 「遺伝子組み換えに挑戦」 岐阜大 高校生、ゲノム研究学ぶ 

岐阜新聞 2023年 8月22日朝刊 

 

 

２． 「この人」 希少疾患の発症前治療に尽力する医師 下澤
しもざわ

 伸
のぶ

行
ゆき

さん 

中日新聞 2024年 3月9日朝刊 


